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　普段 、わ れ わ れ の 行動に は 、過去 に経験 し た こ とや

学習 し た こ とが少なか らず、影響を及ぼ し て い る 。 こ

の よ うに 過去 の 経験が 、現在 の 行 動 に影響を あたえ

る こ とを履歴効果 とい う。

　 こ うした履歴効 果 の 研究 の 中で 興味深 い の が 、人

間 を対象 と した 、Weiner （1969）の 研究で ある。

　 Weiner （1969） は、被験者に 低反 応率分化強化

（differerntial−reinforcement −of−low −rate ： DRL ）ス

ケ ジ ュ
ー

ル を経験 させ た後、定比率 （fixed−ratio ：

FR ） ス ケ ジ ュ
ー

ル を 経験 させ 、履歴 テ ス トと し て の

定間隔（fixed−interval：FI）ス ケ ジ ュ
ー

ル に お け る パ

フ ォ
ーマ ン ス を 調 べ た。そ の 結果 、多 くの 被験者 で は 、

直 前 の FR で 条件 づ け られ た 高率反応よ りも、よ り

以前に経験 した DRL で の 反応 と似た低率反応 が FI

ス ケジ ュ
ー

ル 下 で 生 じ た。

　 こ の Weiner （1969 ）の 知見は 、過去 の 随伴性 が現在

の 行動に長期的 な制御 を及 ぼす こ とを明 らかにす る

と同時 に、遠隔的 な履歴効果（remote 　history　ef £ect ）

の 存在を示唆す るもの で あ る。

　 し か しなが ら、Weiner （1969）の 研究 は い くつ か の

課題を残 して い る。

　第
一

は 評価 の 方 法につ い て で あ る。Weiner （1969 ）

は 主 に累積記録 に 見 られ る反応 の パ ター
ン を も と に

履歴効果 の 評価 を行なっ て い る。しか し、そ れ は もっ

ぱ ら質的な分析に依存 して い る 。 実際、被験者 に よっ

て は曖昧 なパ タ
ー

ン を示 して お り、履歴 効果 の 評 価

の 信頼性 とい う点 で は、Weiner の 分析 は 不 f分 で あ

る と考 え ざるを得 な い 。

　第 二 は 、効 果 の
一

般 性 に つ い て の 問 題 で あ る 。

Weiner （1969 ）の 実験 に お い て 、　 DRL 遠隔履歴 効果

は認め られ て い る が、仮に、履歴テ ス トが FI ス ケ ジ

ュ
ー

ル 以外 で あ っ て も、そ の 効果 は 認 め られ た で あ

ろ うか 。 Weiner 自身 、「DRL 履歴 だ けを持 つ 被験者

が FI 随伴性下 で 効果的に 反応する か もしれ ない の

に 対 して 、彼 らは W 随伴性 下で そ うは 反応 し な い か

も しれな い （P。372） 」 と述 べ て い る。

　 第 三 は、効果 の 再 現性 の 問題 に関 し て で あ る。

Weiner （1969 ）以後 、遠隔履歴効果 に関する人間 の 研

究は ない 。

　 上述 し た、Weiner （1969 ）の 課題 を考慮 し、遠隔

履歴効果 の 信頼性 や
一・

般性 を検討す べ きで あ る と考

え られ る。

　　　　　　　　 目 　　 的

本研究 で は Weiner （1969）の 実験 手続き を応用 し、

反 応 率 と反応 閙時間 （IRT ）頻度 の 両面 か ら遠隔履歴

効果 を検討する こ と を 目的 と し た。

　　　　　　　　 方 　　法

被験者　大学生 13 名

装置　パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

とタ ッ チ パ ネル 付

きデ ィ ス プ レ イ に よ り、刺激呈示 とパ ネ ル 押 し 反応

の 検出を行なっ た 。

手続き　表 1 に実験手 続きの 概要を示 し た。

表 1　 ＿一 ＿

フ ェ イ ズ 　第
一．一

履歴 　　第二 履 歴 　　履 歴 テスト　 消 去

V ツ シ ョ ン 　 ！  le　 　 　 　 　 20　　 　　　 1

二 重履歴 　 DRLI秒 　 DRL5秒
4 名　 　 　 LHI秒　 　 LH5秒

単
・
履歴

5 名

履歴 な し

4 名

DRL5秒
LH5秒

VI5秒　VI5秒＋EXT

VI5秒　VI5秒＋EXT

VI5秒 　VI5秒 ＋EXT

  被験者 を 1 ．第
一

履歴 → 第 二 履歴 → 履歴 テ ス ト＋ 消

去 の 二 重履 歴 群、R ．第 二 履 歴 → 履歴 テ ス ト＋ 消 去 の

単
一・nc歴 群、皿 ．履歴 テ ス ト＋ 消 去 の 履歴 な し 群 、の 3

群に分け た、

一一84・一
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  デ ィ ス プ レ イ 中央に 呈示 され た 白色円 へ の 接触反

応 を換金 可能 な点数で 強化 し た 。

  実験 フ ェ イ ズ

　第
一

履歴 で は、短 い IRT で あ る 1秒くIRT ≦2 秒を

分化強化する DRL 　1 秒制 限時間 （hlnited　 hold：

LH ） 1 秒ス ケジ ュ
ー

ル を 10 セ ッ シ ョ ン 行 な っ た。

　第二 履歴 で は、長 い IRT で あ る 5秒くIRT ≦ 10秒 を

分化強化 し た。始め の 3 セ ッ シ ョ ン は DRL 　2 秒、

DRL 　3 秒、　 DRL 　5 秒 の 順 で 行 な われ 、そ の 後 DRL

5 秒 LH5 秒に移行 し た。

　履歴 テ ス トで は 、
VI 　5 秒 ス ケジ ュ

ー
ル を 10セ ッ シ

ョ ン 行 な っ た。

　以 上 の フ ェ イ ズ で は 40 強化 で 1 セ ッ シ ョ ン と し

た。

　消去 で は始 めの 5 強化は VI5 秒 で行な わ れ、そ の

後 20 分間消去 が 続 い た。

　　　　　　　　 結 　 　果

　 　 　 　 　 300　　　　　　　　　　−．．　．一

據1：：
§15。

k’

1・・

冬 50

　 　 0

■ 前半 5セッ ション

圀 後半 5セッション

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 二 重 履歴 　 単

一
履 歴　　履歴なし

図 1．各群 の履 歴 テ ス ト前 ・後 半 5セッ ション の 全 体 反 応率

臨 、

　 25

11i
  塑 単

一
。 歴

10

脳 8

誘6

酬 4
匡2
　 0

履歴なし

順 歴 テ ス ト下 で の bSIRT≦ ！0頻度

　 　 　 　 　 　 豐前 半 5セ ッ ション

　 　 　 　 　 　 囮 後半5セ ッシ ョン

、臥卿
図 2．各群 の 履歴 テス ト前・後 半 5セ ッ ション の 1セ ッション 当

た りの IRT 生 起 頻度 。 上 図は 1秒く 1町 ≦2 秒、下 図 は 5秒 く

lR1「≦ 10秒の 生起頻度を示 す。

（1）全体反応 率 に お け る 遠隔履歴効果

　 図1に 見 られ るよ うに 、二 重履歴 の 全被験者は 他 の

条件 の 被験者 と は異な り、後半 の 反応率 が前半 よ り

も増加す る特徴が見 ら れ る。第
一

履 歴 フ ェ イ ズ で の

反応率 が 第 二 履歴 で の それ よ りた か か っ た こ とよ り、

こ れ は 、遠隔履 歴効果 を示す特徴 の
一

つ で ある と考

え られ よ う。

　（2） IRT生起頻度に お ける遠隔履歴効果

図 2 に見 られ る よ うに 、単
一

履歴群 の 5 名 中 3 名 に

は 1秒 く IRT ≦ 2 秒 が ほ とん ど生 じなか っ た の に対

し、二重履歴群で は 4 名全員 に 1 秒 く IRT ≦ 2 秒が 認

め られ る 。 また、二 重履歴群 で は、他 の 条件に 比 べ 、

1 秒 く IRT ≦ 2 秒が 前半 よ りも後 半 に大 き く増加 し

て い る こ とが認 め られ る 。 こ の こ と は第一
履歴 フ ェ

イ ズ で 分化強化 された、1秒 く IRT ≦ 2秒が 、履歴 テ

ス ト下 で組織的に復活 して い る 、
つ ま り遠隔履歴効

果 を示す もの で あ る と考え られ る。

　　　　　　　　 考 　　察

　単
一

履歴 条件 と の 比較 か ら遠隔履歴効果 が IRT

の 側 面 か ら確認 で きた が 、そ の 効果は 統制群との 比

較にお い て は 明確で は な か っ た。

　 そ の 要 因 と し て 、統制群 の 履歴 テ ス ト下 で 、1秒

く IRT ≦ 2秒 の 反応が 高頻度 で 生 じて い る こ と が 挙

げ られ る。 こ の 結果は 、第
一

履歴 フ ェ イ ズ で 分化 強

化 されたIRT が、そ の よ うな履歴 の ない 統制群 の 履

歴 テ ス トにお い て も高率 で 生 じ た とい うこ とで あ

り 、 実験群 と統制群 の 比較 によ っ て 遠隔履歴効果を

検 出す る こ とを困難に し た と思われ る。

　今後、訓練 で分化強化する IRT の 値や履歴テ ス ト

の ス ケジ ュ
ー

ル を変 え、こ の 効果を詳細に 分析す る

研 究が 必 要 で あろ う．
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